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-奈良市除『中般市jをめざします

奈良市は中核市をめざします

奈
良
市
が
ゆ
領
官
叩
ほ
忽
ろ

2し
て
い
る
っ
て
岨
聞
い

止
の
で
す
が

-

行政 ワ ピ スの 向 上のために

中絞市陰地方分権の奥体的"'限度です.奈良

市ほとのたび活事こ定められた中級市の要件

を渇たすととに忽勺 早織移行に悶"て取り組

ん乱lif~.

ζとでIj:，q>絞甫について一問一答形式でご

紹介します.

聞い 中核巾って

なに つ

答え 中幡市"唱地つ庁自拍it町重正で、
ード喧7年から施行きれた覇Lい畠市

制度. 人口 面慣が比恒的 k~< ‘
聞い

市だ1で曹7 地域で中棺的丘町南世Lてい晶市に
県，.週府)から政骨揃定轟市に噂

じた事情を替すものです 車時掴か
答えr.: 1 i政ザーピス，<提棋できるよう

い事情をより身近'"1，枯件で行える

ようにLたものです，

中犠r¥iの現状

e2SJ布が指定，れ
でいます

闘 い台btt'
市役時時同ド微市羽候温室(曾34-1111ぬ}

制市が時，I'itiへ移行する文制融肘"
との虚絡情鰻の収集会ど会"っています.

S 10.山山

中核市の要件

中筏I↑'i!ーなる主的1:l' 次の要件，

調たきなければなりまぜん.

』υAJ:l30万人以上

②面積'""凶以上
漸こ叫"J' I~ ， ，¥rfll白叫.明日置
する<膏があ町ます

!
i
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中核市になる と

ど うなるのつ

市民生滑に関わ町の薄い釣2，0001字

もの事梅が県から移昼れます.1の例の

ように今まで市の窓口で刷.，受げ"

け 眼が認定して，，'，一事務全市?ー紙L
て行えるようにな句ます.

.察手織をの例

身体障奮苦手制限到付の場合

c::;鴎奮 l円胴

高寸巨亙主己
CA. T f'.;還付 陣禽但陵町.を

"'・.，
.，.慶町冨電量

奈良市の状況

(平.，毎回・調釜)
人口 359.218入
国師械 2】 l. 5 0凶



0"簡保院制度

とき
来年 4月から介自健保険制度出はじまります。

ビスを受ける一介護サ
申請 か 5サ ピス利用まで

介腫保険淘'110は 老後σ大き忽間
四である「介磁jを社会全停で支

えていく新しし、社会保険制度です固

6月158号で陪制度の概要 7 

月158弓では保険料について紹介

しましたが今回陪介腹サピス

を受けるため¢手順を紹介します。

介自民保険ヴ ピス¢開始ぼ来年4

月からですが 申請受付は今年10

月から開始する予定です.

具体的移申慣の手続きについて

は 9月15日号に掲臨します。

事介主曹認E の広がれ

限定結果陣 原則として閉調かS3C目
以除山通知されます

また限定結衆に不aわある場合依県
の介康保険事査会に申し立てがで告ます.

また要介陸毘定俗原Rとして6b'月己

とに見直しされま<.
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